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ケーキがおいしい立川の街 


フランドールエミリーフローゲ 


西武立川駅を降り 
ると、彼方に見える 
白亜の店、これが「フ 
ランドール」た％ウ 
インドーには色とり 
どりのケーキが並び、いれたてのコーヒー 
か紅茶でケーキを味わっている女の子が多 
い。本格的なクレープ、タルト、ムースな 
ど、他に先がけて手がけて#たオーナー兼 
シェフの渡辺さん。少し先走り、の反省が 
なくもないがとにもかくにも、東大和店か 
ら二の地にも拠点を築いたのが52年。地元 
に密着した味でゆきたいとはりきっている Q 
(—番町2 - 36 - 2 ) ⑱31 — 4053 




1380年、立川駅北 
口にヨー □ ッパの香 
り高いお菓子の家「エ 
ミリ ーフ□ーゲ j が 
誕生した 。シェフ藤 雄 
生義治さんの味が一枚看板， 
フランス1オーストリア、 
スイスなどで本場の味を身 
につけてきた、その技彳衍が 
いかんなく発輝できる店を 
得て、彼、藤生さんはアブ 
ラの乗りどきである，得意 
のケーキを聞くと「全部、かな？ 



と少し 


はにかんで、写真の三品を迷わず並べてく 



れた。右からタルト，ベイザンヌ（四〇円〕、 

サンマルク （2 
50円）、ポロネ 
ーズ （280 円）。 
(嗶町 2-4 
-281 DP ビル 
I F ) @27- 
4138 


ケーキスタジオ35 


咋年5月、ファッ 
シヨナブルなムード 
が漂うケーキ店が仲 
間いりした。その名 
も r ケーキスタジオ 
35 Ja 常時、 2 G 榧類以上ものケーキがかわい 
い店先に並び、待ちきれずにその場て食べ 
たくなってしまいそうり店長の移村時男さ 
んの話では「洋菓子 
であっても和菓子に 
近い昧、形もとりい 
れて主婦の方が集ま 
って楽しく時を過し 
ていただく」これが 
将来の目標とか。（羽 
衣町2 — 6 — I ) C ® 
27-6808 


マリアン 

ケーキの種類は2〇種類、もちろん手作リ 
で3アントロー、キルシュ、コニヤックな 
ど高価なお酒もおしみなく使って、コクの 
ある味をだしている。 

ご自慢のケーキは？ 

と聞けばまず一番に 

ホワイトチヨコレー 
卜のスノウケーキ、 

それからカスターシュークリーム、生クリ 
一 A をカステラではさんだハーフケーキと 
いう答えがかえってきた。そして大きなィ 
チゴがのった シヨー 
トケーキがたくさん 
出るという、近所の 
主婦に人気。（高松町 
1 -ID — 22) ⑱ 24 — 
3912 






うちのやブルマン 

錦町商店街のまん 
中にあり、若い女性 
ゃ主婦に人気がある 
店。また、病院にお 
見舞いに来る方がお 
みやげとして買われ 
るケースも多いとか。 
ケ_キの種類は毎日 
異なり16種類ほどあ 
り、洋なしアーモン 
卜' バロア、ココアケーキ、チーズケー 
キなどに人気が集中しているという。また 
このお店ではおいしいバンにも力を注いで 
おり、 レー ズン ロール、 スネイク、アンド 
—ナッツを 中心に20種類ほど作っている。/ 


若いご夫婦でやって 
いるお店だけに、明 
るい活気が店内いっ 
ぱいにみなぎってい 
る c 写真はババロア 0 
〔錦町 I - IB -7 ) 
®£4-9280 
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三藿の 

立川支店 


た"集まつた子供たち、お母さん 
方は賢治の宇宙空間に魅せられて 
いた。 

「クラムボンの会」は林淬子さん 
の語り、園部幸子さんのアィリッ 
シユ•ハ—ブで、特記すべきは、照 
秋 11 立つある夕、幸!^簠館を SS れ 明、幻*など*出 flu 先，の子供た 


出前一厂二呂澤钤治」 

寓* K 治の作品「やまなし」と 
- t 夜だかの星」をもって〃語り. 
耢けている-1クラムボンの金」が 


ちが取り組んでいることだ： 
a 立以来、年 WIOO 回近くも出的 
公演を嵌けてさた。今回は幻*に 
浅野1111志 クン (八小3年)、照明は 
辻優子チヤン〈同3年》と辻智子チ 
ヤン(間5年べ部 S 照明に; I 弁康 
全 クン (同3年)デシ タ。 



立川にお住まいの方に限って 
A 如苑では M 含のご案内を企}!， 
今冋で3回 H になります。お陰さ 
までとても好評のぅちに大勢の方 
に#んで項いておりま+。今月は 
祭日にあたりますが"ぜひこ予定 
に組み人れて m きまして，お誘い 



エミ—ル』 I 装费ぃるのです 

ざ 、 ‘.：：vvv 


峡像文化の_代に、本の役 * I 
は終つたかのよぅに*われ蚤。 
世はあげてハウツ—物全*に、 
二西年以上も M に書かれた ml 
ロッパの古美を n ツ n ツ R む才 
ンナがいるのだろぅかと疑われ 
る. K きは"お立ちあい！ いる 
んですねえ、これが。しかもわ 
が立川市にですぞ。彼女たち 『R 
んでます ツ」 と1をはらない、 
笑 IR のレディ— たちだ。 

☆ 

なにしろ n 卜 a 彼のルソ—先生 
に及ぶわけだから•ずいぶんトッ 
ツキプライと思うのだが『エミ I 
ルを St む会 J に寧つ人たちは、生 
活の一部として、極くフツーにこ 
なしている®じなのだ。 



会 

レ 


テキストは岩波文庵钣(上•中. 
卜)今野一雄訳■本屋で立読みし 
てみると，先入«どう9、かなり 
難解な文章と内容である。そこい 
らの <4锐本のように•ハスに铳む， 
というわけにはゆかない。 

「内容の核心にふれるようになつ 
たのは，実は ft 近なんですよ"そ 
れまではどうしても細かい語句に 
とらわれてしまつて . - 


「グル I プだから、ここまで5¢ん 
でこられたんじやないかしら■一 
人だつたら、とてもムリ」 

「正直なところ、この全以外のと 
ころで sft んでる会兵って•いない 
んじやないかしら」 

「自分の考えに固執しないで、皆 
さんと 5 t 諭しながら疣むのが問睡 
意濰をかりたててくれると想ぅん 
です」 

苷さん•主 W である*•お子さん 
にも手のかかる頃だ。普通なら「铳 
嘗どころじやないわよツ」と一笑 
に付するか，後ろめたい^持をも 



ちながらテレビでも見るか . 。 

「私たち、なにもオペンキヨウし 
に來てるんじやないんです。来た 


いから來ている、つていうのかな」 
冷タヒジ張らないところが R 統 
きして いる. Isisl かも知れない • 
「 i 時代に M んだら，きつと今 
の個所でひつかからないと思うの • 
子供のことは育ててみなければゼ 
ッタィ解らない - mM 意金がちが 
いますね•やはり」 

彼女たちにとつてみると『エミ 
I ル|>はある種の"寞用書，なの 
だ。むろん浅薄なハウツ I - のと 
は一線を画した意味で。 

なにしろ二百二十年も蘭に害か 
れた教育小说である。時代に即応 
しない11もあろう* 

「いま' エミ—ルかいたら"落ち 
こぼれ♦じやないかしら j 
という. e 見も出るのだが、やはり 
二百年をこえる*月に酎えたクラ 
シックの|£力はすてがたい。 

1エミ—ル J の魅力を彼女たちに 
教えてくれたのが，一昨年秋に立 
川^^公 Ete で講義をしてくれた 
田^03^生 <白梅学圃学长)で 
ぁる-その講猛が終っても、まだ 


先生から-*エミ—ル J の真随を教 
えて項きたいと自主サ I クル -1 エ 



不 IE 子さん.星彭子さん*新并ひさ子さん 


一敏的に rw 進料理 j といえば 
エアロビクス•ジョギングと並ぶ 

^ Ms 


荚容4とか*そもそも「精進』と 
いうのは、勇気をだして潔く事に 


あたることを S い、；^において 
は「雉念を払つて潔く、ただ一筋 
に仏道に励むこと」を«味してい 
るそぅです。 r 六波羅蜜」といぅの 
は仏道修行の呉体的/;-遠： m で，この 
六つの修行をよろこんでやると S 
楽にいる^分になれるそうです • 
この極楽気分に S るための一つ 


の方法「稱進」に対して，日本で 
は「精進日」として特別な日が設 
けられています❶簪段は肉-^ベ 
お f グィグィいける在家の人た 
ちも•この日ばかりは不殺生«や 
ら不飲酒成などの J まりを索 it に 
守り，肉や酒は口にしないように 
しています* 


こうして«進 H にだされる料理 
は，生命の«さを覚る*心の料理‘ 
ということができるでしょう。 
a •菜食^装者の"合理•から生 
まれた料理にみえますが•举にス 
タイ;；や健*を ft にしての料理と 
いうことでないことかわかります- 
「精進：0」は食事を通して仏さま 


の教えを正しく身につける日でも 
あります。 

しかし*スタィルを«1にしなが 
らの菜食主*的料理であっても • 
ステ—キを食ベたい«念を払いの 
けて貫いていけば，これもまた立 
派な『供進」であることに問*い 
はありません。 


☆「珈琲•ぼだぃ相」が飲みもの 
全品特別サービス 
南 a _ 添訪通り 典如苑 参道。 歩道 

W 通を id 念しての同店の催し•飲 
みもの全品 50 $き"ただしセッ 

トメニユー、サ I ビスメニユ|の 

割引きはないとのこ t 。 11 月 1 日 
丨2()日■問ぃ合せ先 04251 
5510556 「珈琲 •ぼだい 樹 J 
☆ E 作り教室 

お 1 E 月に自作の風を揭げてみま 
せんか •搆 s は「立 川 & a の仝」 会 fi 


の#: h 栄 さん "11 月 8 日よリ每 
通木7時よ9 5回の嫌 8 T 
年令は間いませんが、中学生以上 
とし先着15名 i で•問い合せ先 


鐮の睐、呉服•工芸が势揃い e 
11月〇〇日〜13日まで。 

☆中央 公民館で亀并文夫監督作品 
を邃 Ift 上峡 



042512718762 ( 苗士見 
町遘の h 会館》 

☆伊勢丹 立川店で「味と技大江 
戸のれん市」を鼸# 

江戸時 ft より今に統く $示の老 


幻の名作といわれる 「 h 海」「戰 
ふ兵隊 j が立川にやつてくる。戦 
iR '{ 戦後を通じて進歩的社会派の 
立場を貫いてきた se 録映画作家. 
%并夂夫監 ff の主®^品を一擎上 


映** 11 n :16.17-18 日の 3 HW 。 
問い合せ先 0425124-277 
3 ( 立川中央公民鮪) 
☆おしやれの/ S 「明£」がセ|夕 
I などをバーゲン 
柒崎町粟訪通り、一小近くの三 
叉路の小さなおしやれの店「明星」 
にて"セ—夕—，力—ディガンの 
パ—ゲンが 11 月 26 日— 28 日まで催 
される CM サイズはもちろん • L 、 
11判も8葚。手頃な値段でシッ 
クな装いができると評 ！ r 


☆市民会館で「霣険者たち」を上 

映 

*21回「立川親と子のょい映！！を 
みる会」で「5険者たち j ——^ン 

バと7匹のなか-映する。 

斉藤俾欠原作で•この作品はすで 
に野間®*文学貧を得ている•大 
都全に住むドブネズミのガンパが 
広い海を見たくて港町にやつてく 
i —— ◊ UCT 25 H ®)9 時50分、12時 
10分、14時30分の3回。間い合せ先 
0 42 5 366 718 (市民会館) 


ど91リだくさんの用意がしてご 
ざいます" 

• 立川市民 <成人> に限らせて頂 
きます U 

•お申し込みは「えくてびあん • 
コンパニオン」{本誌を手渡して 
くれた人)へ" 


募集 M : 


得— 「 tj を 

教龙て下さい 




冬将軍は今年も、今 
か今かと出恭を侍つて 
います。そして寒い夜. 

に受联«1強のお子さん 
|待ちのお母さん方、 

あなたの得意とする* n 夜食」を . t 
川の«んなに教えてあげて下さい。 
2 TT « jn で^ m こします。( 〆 切)12 
月1533、ハガキで作り方を"送り 
先》えくてびあん»集 X 房まで • 

編室ら 
集か 

♦先月号の『えくてびあんレポ— 
卜」描の巻は、ネコ好き•ネコ嫌 
いからいろいろな声が庙けられて 
います。編集者はそろいも描つて 
ノ—サィド，というよりも無関心 
派 C ネコといえば , n ミケネコ」と 
r ドラネコ」しか知らない•キ3 
|ョ|がないねえ。 • » 餐といえ 
は，こちら$4¢を去つてヒトの親 
となつても，いまだ向学心にもえ 
ている女性たち。「エミ—ルを法む 
会」の情熱を知つたら、ルソ—光 
生•ないてョロコブのではないだ 
ろうか- • 米月はベ—卜—ベンの 
"第九，をズブの索入が喵いあげ 
ようと4 〇〇人が取9組んでいるり 
その熟つぼい先生と牛徒の姿を迫 
つてみよう* S えるかな？ 

IM :- «窣 8 -tMV s $ _ ill 
< S,HIMI 率^^#ネ幫«»隹«山 Bs .0 
1,1; TKnur inaa4il>^4-l 癟 , 


1え<てびあん第4号 

明和五十九年十 I 月五日発行 
発行所えくてびあん！§集エ男 
柬京«立川市柴峰 »:1 の2の13 
電話〇四二五 g .0082 
麻篇人立幷啓介 
髡行人沖野！！！男 
印 m 所株式金社立川印 Jet 所 
定诵五 OR 


貝如苑 


奮 だより 


合わせのぅえ、おこし下さい。 

• 口時11 月 23^(勤労慼榭の：1:》 
午後3時から5時まで。 

• 卸 本 «•真如宝物館のご^:を 
はじめといたしましで、峡画な 


ミ—ルを読む会 J に発展した。10 
名のグル—ブだつた • 

毎® I 回集まつて，月に一度は 
田中先生に来て頂く。先生はいう， 
「上昝から下#まで全 leajA 通し 
て欲しいし、彼女たちならそれを 
やりぬくでしょう•もう中巻の中 
半まできていますから。彼女たち 
は母親としてしつかり生きてさた • 
子育ての体験の中から ft _の原点 
をさぐる必要があつたのでしょう」 
先生を迎える日•それぞれの趣 
尚をこらしたクッキー^持ち寄る* 
心やさしい*お母さん♦たちだ ■ 
秋の夜長というが•冬の夜はも 
つと長い•ツンドクばかりが読宵 
法じやありませんぞ，えくてびあ 
ん * 铳者諸君！ 



はにかみ屋 
なのだろぅか、 
あまリロをき 
いてくれない 
宮1 1 T さんが人形を手にすると、人 
がかわつたょぅに明るい^になつ 
た。木目込人形は砂川公民館の教 
室で習つたのがはじめてとか•そ 
の後、间好の志で「友の会」をつ 
くつている**雎かに差し上げよう 
と思つて作つているうちに•途中 
から手«|すのが愔しくなつてくる 
という"趣味も•本道•に入つたか" 



一 1111 ml. 
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